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１．目的 

(株)湘南動物プロダクション様より、アカカン

ガルーの死体（メス）を讓渡いただく機会を得たの

で、有袋類の全身骨格の特徴を観察するため、全身

骨格標本の作製を行った。 

 

２．解体から骨の処理まで 

冷凍保存されていたアカカンガルーを自然解凍

し、頭部、四肢、胴体、尾の 4 部位に解体分離し、

メスや剪刀などを用いて大まかな軟部組織を取り

除いた。次に、各部位の骨がバラバラにならないよ

うガーゼに包み、肋骨や椎骨などは順番がわかる

ようにタコ糸で結び、鍋に全体が浸かる程度の水

を入れ煮込むことにより、軟部組織を除去しやす

く処理した。この工程を 2、3 度繰り返し、完全に

軟部組織を除去し、骨に含まれる脂質を溶かした。

その後、骨を綺麗に水洗し、十分に乾燥させた。 

 

３．組み立て作業 

全体像は動物図鑑(１)や論文(２)を参考にして

組み立てることにした。頭蓋骨は、剖検により脳が

摘出されていて開放されていたので、蝶番を使用

して固定し、頭蓋骨の内側が見えるようにした。ま

た、右下顎の臼歯部が剖検で切り取られていたた

め、粘土を使用し繋げた。椎骨は、脊髄が通ってい

たところに針金を通し、形状を整えた。椎間板はシ

リコン樹脂を使用して、約 5mmの厚さで再現した。

顆傍突起と第 1 頸椎の横突起を針金で固定した。

前腕は鎖骨の位置に注意して固定した。後肢は指

先部分と下腿骨を木工用ボンドで接着した後、補

強のために針金で固定した。寛骨臼と大腿骨頭、膝

の半月板は、シリコン樹脂を使用して厚みをつけ

た。肋骨は、胸骨との幅を考えて胸椎と接着した。 

 

 

 

 

 

 

 

図１:完成したアカカンガルーの全身骨格標本 

       

４．カンガルーの骨格の特徴について 

１)袋骨（上恥骨） 

有袋類のメスの体には「育児嚢」と呼ばれる未成

熟児を入れて育てるための袋があり、その育児嚢

を支えるために存在する骨を「袋骨」という。一般

の哺乳類の骨盤は、寛骨、仙骨、恥骨、座骨の 4 つ

から構成されているが、有袋類の骨盤はこれらに

袋骨(上恥骨)を加えた 5つの骨で構成されている。



育児嚢が存在しない有袋類も有しており、骨格か

ら有袋類を判断するための重要な骨という位置づ

けでもある(３)。 

 

 

 

 

 

図２：袋骨 

骨盤部についており育児嚢を支える骨（矢印） 

２)中足骨 

カンガルーなどの有袋類では第 4 指(薬指)が最

も発達しているため、他の骨は第 4 指に沿うよう

に構成されている。退化により第 1指は存在せず、

第 2 指と第 3 指は退化傾向にあるため細く融合し

ており、主に毛繕いの際に使用されている。第 5 指

は第 2、3 指よりも太く、第 4 指に沿うような形状

をしている。カンガルーの跳躍歩行の様態として、

ほとんど第 4 指のみで体重を支持し、ホッピング

をする（３）。第 4指の形はカンガルーだけでなく、

多くの有袋類でもみられる。 

３)尾椎 

カンガルーの尾は「第 5 の足」と呼ばれ(４)、

跳躍時の平衡感を保ち、歩行の際の推進力を高め、

オス同士の喧嘩時には尾で全身を支え、後肢で攻

撃をする程丈夫であり、カンガルーにとって最も

重要な役割を持つ機能性を備えたパーツとなって

いる。 表面は分厚い皮と脂肪に覆われており、外

見上は太いが、骨自体は特段大きく発達していな

いことから、尾の筋肉がとてもよく発達している

ことがわかる。 

 

５．考察 

カンガルーはホッピングをすることで速度をあ

げることができるが、逆に酸素消費量はわずかに

減少する(５)。また、カンガルーの巨大なアキレス

腱と靭帯はバネの役割をしていて、着地する際の

エネルギーをアキレス腱に貯め、次にホッピング

するのに利用している(６)。そのため、連続的にホ

ッピングすることが可能になると同時に、消費エ

ネルギーを減少させることができる。このことか

ら、約 2 万年～3 万年前に共に生息していた有袋

類のライオンやタスマニアオオカミなどの捕食者

から逃げるため、走る様式をエネルギーコストが

低いホッピング様式に進化させたのだと考えられ

ている(５)。この発達は骨格の発達より、むしろ骨

格筋系の発達によるものだといえる。 

また、袋骨、中足骨については前項で述べたよう

に有袋類特有の特徴を有していることが確認でき、

一般的な哺乳動物と骨格構造上異なる点が多々あ

ることがよく理解できた。 
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